
項 ⽬ 内 容

名称 イボツヅラフジ [英]- [学名]Tinospora crispa

概要 イボツヅラフジは、東南アジア原産のツヅラフジ科のつる性植物。 主に茎が使⽤さ

れる。同じくイボツヅラフジと呼ばれるチノスポラ・

コルディフォリア (Tinospora Cordifolia) とは別種で

ある。

⽇本では、全⽊が医薬品として使⽤される成分本質に

該当するため、全⽊を⾷品に使⽤することはできな

い。

法規・制度 ■⾷薬区分

・全⽊︓「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・サポニン類 (ピクロレチン) 、ラクトン類 (コルンビン) (29) 、アルカロイド類

(ベルベリン、パルマチン) (PMID:21213972) (29) などを含む。

分析法 ・茎中のアルカロイド類をNMRにて同定した報告がある (PMID:21213972) 。

有効性

ヒ

ト

で

の

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=21213972&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=21213972&dopt=Abstract


評

価

糖尿病・

内分泌

RCT

・糖尿病治療薬の服⽤およびインスリン注射を⾏っていない2型糖尿病患者40名 (試

験群20名、平均58.4±9.2歳、タイ) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試

験において、イボツヅラフジを1 g×3回/⽇、6ヶ⽉間摂取させたところ、空腹時⾎

糖、HbA1c、インスリン値に影響は認められなかった (PMID:15222526) 。

その他

・健康な成⼈10名 (平均27.6±2.95歳) および2型糖尿病患者10名 (平均54.5±9.

歳、タイ) を対象とした単回摂取試験において、イボツヅラフジ粉末を125 mgまた

は250 mg単回摂取させたところ、75 g OGTTによる⾎糖値およびインスリン値に

影響は認められなかった (PMID:22131824) 。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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